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  イ 省エネ・環境関連科目 

（６）モデルカリキュラム活用事の留意点等 

   ①学科 

     「環境問題などの概要」（シート１－７）、「省エネ・環境に関する制度」

（シート１－８）及び「省エネの実践知識」（シート１－９）の３科目は、

「実践キャリア・アップ戦略カーボンマネジャーキャリア段位制度標準育成

プログラム認証基準」１

②実技 

（以下「育成プログラム認証基準」という。）のレベ

ル1を網羅した内容となっている。また、「省エネの実践知識」（シート１－

９）の「（３）エネルギー管理」については、育成プログラム認証基準のレ

ベル２の内容が一部含まれている。 

(a)「カーボンマネジャー実践」（シート１－１４） 

上記①の学科目で習得した知識を活かし、省エネ・環境関連のテーマに対

して調査・分析・検討などを行う。グループによる演習を想定し、受講者各

人の役割やコミュニケーションを意識させながら訓練を進めていく。 

訓練の導入部では、身近な話題をテーマに取り上げ、ディスカッション形

式で進めていくとより効果が期待できる。 

(b)「ビル・マンションの省エネ演習」（シート１－１５） 

設備機器における省エネと植物・植栽による省エネ、環境改善をテーマに

設定し、事例研究などを通して、グループ単位で改善提案演習を行うことを

想定した科目である。 

設備運用による改善提案では、訓練実施機関において、各種設備とその使

用電力量などの実際のデータを題材に演習を行うことを想定しているが、訓

練実施機関において測定機器を用意できる場合にあっては、当該機器を使用

して使用電力量を測定し、演習を行うなどの方法も考えられる。 

植物・植栽による改善提案では、例えば、マンションの立地条件や入居者

の属性を考慮した屋上緑化をテーマに設定し、図面（製図）やイラスト（パ

ース）、厚紙などで作製した屋上模型等を用いたプレゼンテーションや意見

交換を行うことが考えられる。 

 

 

 

 

１ カーボンマネジャーキャリア段位制度育成プログラム認証基準は、一般社団法人産業環境管理協会

が整備し、専用ホームページに公表している。 

〔http://www.carbonmanager.jp/cmhp/pages/html/top.htm〕
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〔http://www.carbonmanager.jp/cmhp/pages/html/top.htm〕
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ロ 関連資格 

受講によって、受検若しくは取得が可能になる資格としては、以下のものを

想定している。 

(a)各科共通 

・ カーボンマネジャーのキャリア段位 レベル１ 

       ⇒ 一般社団法人産業環境管理協会 

・ eco 検定（環境社会検定試験） 

   ⇒ 東京商工会議所 

・ 環境プランナー・ベーシック 

   ⇒ 一般社団法人環境プラニング学会 

・ マンション管理員検定 

   ⇒ 一般社団法人マンション管理員検定協会 

(b)「eco 時代のマンション管理事務員養成科」のみ 

  ・ 宅地建物取引主任者資格試験 

 ⇒ 一般財団法人不動産適正取引推進機構 

  

２－２ 環境ビジネス科 

（１）概要 

環境ビジネス科は、新たな雇用機会の創出が期待される環境・エネルギー分野

に着目し、環境ビジネスに取り組む企業又は一般企業における省エネ・環境担当

部署への就職を想定し、かつ、各都道府県において、地域の産業特性や求人ニー

ズ等を踏まえ、地域に根ざした環境産業への就職に資する内容のカリキュラムを

設定できるよう、柔軟性を持たせたカリキュラムとなっている。 

このモデルカリキュラムは、環境ビジネスに関する基本的事項を内容とし、受

講者の再就職を促進する観点から、「カーボンマネジャーキャリア段位制度」レベ

ル１の他、「家庭の省エネエキスパート検定」や「eco 検定」などの関連資格の取

得、ビジネススキルとしてのコミュニケーションや営業・販売、事務処理能力に

関する知識、技能・技術の習得を目指す、訓練期間３か月のカリキュラムとして

取りまとめたものである。各都道府県において委託訓練コースとして実施する場

合には、このカリキュラムに、地域に根ざした環境産業に関連する内容のカリキ

ュラムを追加し、訓練期間３か月＋αの訓練コースとして実施することを想定し

ている。 

− 89 −

第３章　事業の成果物



第３章 事業の成果物 

- 90 - 

 

（２）モデルカリキュラム 
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（２）モデルカリキュラム 
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（３）科目の内容・細目シート 

【シート２－１】 

 

【シート２－２】 
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【シート２－３】 

 

 

【シート２－４】 
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【シート２－３】 

 

 

【シート２－４】 
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【シート２－５】 

 

 

【シート２－６】 
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【シート２－７】 

 

 

【シート２－８】 
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【シート２－７】 

 

 

【シート２－８】 
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【シート２－９】 

 

 

【シート２－１０】 
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【シート２－１１】 

 

 

【シート２－１２】 
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【シート２－１１】 

 

 

【シート２－１２】 
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（４）ジョブ・カード様式４－２〔評価シート〕 
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（５）参考図書、参考情報等 
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（６）モデルカリキュラム活用事の留意点等 

イ 環境ビジネスに関する科目 

①学科 

(a)「エネルギー消費効率と日本のエネルギー事情」（シート２－１）、「製品

ライフサイクル」（シート２－２）及び「環境にやさしい社会活動」（シー

ト２－３） 

これらの３科目については、「家庭の省エネエキスパート検定」、「eco 検

定」の内容を踏まえたものであり、受講者に身近な事例など省エネ・環境分

野への意識を高めてもらうための導入的な意味合いの科目となっている。 

(b)「環境問題などの概要」（シート２－４）、「省エネ・環境に関する制度」（シ

ート２－５）及び「省エネの実践知識」（シート２－６） 

これらの３科目については、カーボンマネジャーキャリア段位の育成プロ

グラム認証基準のレベル 1 を網羅した内容となっている。また、「省エネの

実践知識」（シート２－６）の「（３）エネルギー管理」については、育成プ

ログラム認証基準のレベル２の内容が一部含まれている。 

②実技 

「カーボンマネジャー実践」（シート２－１１）は、上記①の学科目で習

得した知識を活かし、省エネ・環境関連のテーマに対して調査・分析・検討

などを行う。グループによる演習を想定し、受講者各人の役割やコミュニケ

ーションを意識させながら訓練を進めていく。 

訓練の導入部では、身近な話題をテーマに取り上げ、ディスカッション形

式で進めていくとより効果が期待できる。 

  ロ 都道府県が独自に追加して設定するカリキュラムに関する科目（＋α部分） 

   ①学科 

「環境ビジネスの概要」（シート２－７）は、環境産業の概要として、市場

規模・動向や環境汚染防止、地球温暖化対策、廃棄物処理・資源有効活用、

自然環境保全といった分類ごとの対象となり得る製品やサービスに関する知

識を習得する。 

また、地域における環境ビジネスを対象に、事業概要、環境分野への取り

組み事例、市場動向等に関する知識を習得する。 

   ②実技 

「環境ビジネス実習」（シート２－１２）は、上記①の「環境ビジネスの概

要」で対象とした環境産業における職種の実務内容を題材に実習を行うこと

を想定した内容としている。 

なお、訓練実施機関において、関連機材等の整備が困難である場合には、
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グループ演習において、地域における環境ビジネスについて調査・分析を行

い、改善提案等のプレゼンテーションや意見交換などを行うことが考えられ

る。 

  ハ 関連資格 

受講によって、受検若しくは取得が可能になる資格としては、以下のものを

想定している。 

・ カーボンマネジャーのキャリア段位 レベル１ 

 ⇒ 一般社団法人産業環境管理協会 

・ eco 検定（環境社会検定試験） 

 ⇒ 東京商工会議所 

・ 環境プランナー・ベーシック 

 ⇒ 一般社団法人環境プラニング学会 
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